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初の試みとして、団体（自衛隊松島基地）対象に議会懇談会開催

※ホームページアドレスが変更となりました。

東松島市は政府から
SDGs 未来都市に
選定されました。



　５月２４日、航空自衛隊松島基地内で自衛隊員を対象に議会懇談会を開催しました。
　従来、議会懇談会は各地区住民を対象として開催してきましたが、今回は各種団体を対象とする初の試みでした。
　この懇談会は広報常任委員会で実施し、事前に協議し、統括、司会者および記録者を置くものとしました。
　事前に懇談会への意見および要望を参加者にアンケートで聴取して、その中から市内に居住していて、不自由
および不足に感じる点を中心に質疑を行いました。
　答弁は質疑事項を所管している大橋博之産業建設常任委員長、熊谷昌崇総務常任委員長、民生・教育に関する
質問に関しては、上田勉民生教育常任委員長に代わって手代木せつ子委員が行いました。また、総括を櫻井政文
広報常任副委員長、司会を上田勉広報常任委員、記録を手代木せつ子広報常任委員がそれぞれ担当しました。
　事前質疑の後のフリートーキングの時間では、参加者からいくつかの質問がなされましたが、地元出身の方の
地域に根差した質問はもちろん、各地を転勤してきた ” 外から目線 ” の質問は新鮮で有益なものでした。
　懇談会の後は松島基地側からの申し入れにより、隊員食堂にて、司令等と食事をしながら懇話しました。
　今回、活発な意見交換ができたことを受け、今後も各種団体との議会懇談会を積極的に行って行きたいと考え
ています。
　なお、当日の参加人数は２０名でした。

議会懇談会を松島基地内で開催

主な意見・提言等

生活環境が充実している点として
①子供の医療費が 18 歳まで無料
②子育て支援センターの充実
③各種イベントが盛ん
④人情味のある温かいまち　など

一方、不自由および不足な点として
①街灯や路線バスなど公共施設の整備
②公園整備の充実化
③幼稚園等の施設および管理状況の見直し
④学校役員における親の負担の過重　などが挙げられた。

項　　　　　目 回　　　　　答

公園設備の充実化
・公園の整備（大・小）
・室内でも遊べる施設を
・バーベキューができる施設があれば
・大型遊具が少ない。また屋内遊具施設が無い

整備計画は計画的に行っている。
　今後、大きな公園としては、
①矢本海浜緑地公園（パークゴルフ場も）平成 31 年４月開園予定
②奥松島運動公園（東名運河北側に計画）
③鷹来の森運動公園（ソフトボール場４面ほか）
　上記合わせて 16 カ所、予算がつき次第、整備予定。なお小規模都市
公園も順次計画している。
　室内遊技場として、野蒜の「キボッチャ」を紹介。（バーベキューも可能）
矢本海浜緑地公園に遊具、バーベキュー広場が整備される。

公共施設の整備
・街灯を増やしてほしい
・路線バスが少ない

　予算の関係で街灯の増設は難しい。既存のものからＬＥＤに変更して
いる。
　路線バスの代替として、「らくらく号」の利用について説明した。

幼稚園等の施設および管理状況の見直し
・幼稚園への送迎バスがあればよいが

　私立幼稚園については、全て送迎バスが運行している。
　市立幼稚園に関しては、入園手続きの際、保護者の送迎という説明を
受けているはずである。

市政に関する事前質疑への回答　要旨

▲議長より、市への日ごろの協力に感謝しあいさつ▲資料をもとに、らくらく号について説明
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項　　　　　目 回　　　　　答
観光地整備および促進
・宮戸の観光地区に草が生い茂っている。レンタル自

転車がほしい

　年に３回は草刈りをやる必要がある。県の環境整備事業で行う。野蒜
のイートプラザにレンタル自転車を置いている。

健康増進
・ゆぷとの利用料金が高い
・風呂、運動、プール、１カ所だけの利用でも金額は

８００円と高額である。それぞれの利用料金設定は
できないか

年間会員になると回数券が割安になる。
市の直営施設ではなく、指定管理者の事業となっている。

大きなスーパーがない。
・企業を誘致してもらえれば市内からの人口の流出を

防げるのではないか

　スーパーに関しては、南浦に福島県南相馬市が本店のスーパーが開店
予定である。

宮戸のオルレについて
・今後、観光客も多くなると思うが「大浜唐船番所跡

公園」なども名所である。除草が必要である

　宮戸地区の遊歩道対策については地域で、年２回除草作業実施してい
るが、３回にすべきである。
大高森への遊歩道は、整備と合わせ県に要望している。

ツール・ド・東北、サイクリングロードの計画はないか
・陸前赤井～陸前小野の間にレンタサイクルを置いて

はどうか

　サイクリングロードは、震災前に戻すべき。レンタル自転車は「あお
みな」と野蒜ケ丘の奥松島観光物産交流センター（イートプラザ）に備
えている。

庁舎内の喫煙場所について
・本庁舎１階、子育て支援課前の喫煙場所は、いかが

なものか
　既に庁舎内では禁煙になっている。

待機児童の解消に向けて
　平成３０年５月１日時点で、２６名の待機児童がいる。市内保育所（園）
全てが定員を超えているわけではない。兄弟で同じ保育園を希望してい
るケース等、待機になっている。

遊歩道に車止めを
・矢本、南浦に行くところ（デイサービス付近）遊歩

道に車止めが無い。ごみ出しに来た車が、遊歩道に
入っている。危険である

担当課と調整中。
通学路に関しては、特に注意のこと。
自治会でも対応すべきことと思われる。

ＪＲの本数が足りない

　ＪＲ仙石線については、市長もＪＲ東日本に要望済みである。この件、
知事にも要望している。
　なお東矢本から乗車する人は、以前に比べ、困難になっているので、
継続して要望することとする。

環境について
・土・日の粗大ごみ受け入れを増やしてほしい

　平日３０台ほど。年２回の土・日受入時、１００～１２０台に増える。
休日の粗大ごみの受入日を増やしてほしい旨、伝える。

項　　　　　目 回　　　　　答

学校の役員等で親の負担が大きすぎる

　学校の役員になることによって、特に働いている保護者の方への負担
は増大するものと思うが、役を引き受けることによって、親子で学校を
楽しむことができ、子供にとってもそれはプラスになるのではないか。
親も学校行事を楽しみましょう。

学童の先生を増やしてほしい 　市内８カ所の小学校で延べ３６人の学童の先生たちが働いている。市
でも常時募集しているが、応募者があまりいないようである。

土、日、祝日にコンビニで住民票など取得 　市税の収納は今後、コンビニで行う予定であるが、土、日、祝日にコ
ンビニでの住民票取得の計画は今のところはない。

市政に関する意見交換の内容　要旨

閉会あいさつ（小野幸男　広報常任委員長）
　東松島市と基地の関係についての市としての方針は共存共栄だが、議会は協調も含める。
　地元の市民も飛行機が飛ばないのはさみしい。
　東松島市は、自衛隊あってのまちである。

▲子育て・教育施策に多くの質疑があり、回答▲和やかに司令等と会食 ( 食事代は議員各自負担 )
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①
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自
立
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業
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す
る
た
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と
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備
し
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す
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全
国
的
に
少
子
高
齢
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が
進
み
、
本
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お
い
て
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は
あ
り
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ん
。
特

に
買
物
弱
者
等
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も
あ
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地
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等
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・
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今
年
４
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逝
し
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る

山や
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り
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氏
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後
任
の
副
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に
総
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の
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ま
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ゅ
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選
任
す
る
こ
と
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同
意
し
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た
。
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ま
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ゅ
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氏
は
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松
島
市

大
曲
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身
。
東
北
学
院
大
経

済
学
部
卒
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昭
和
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年
に
旧

矢
本
町
職
員
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な
り
、
市
教

育
委
員
会
教
育
次
長
、
復
興

政
策
部
長
な
ど
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経
て
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４
月
か
ら
現
職
。

　

本
会
議
で
は
、
無
記
名
投

票
に
よ
り
採
決
を
行
い
、
賛

成
多
数
（
賛
成
15
、反
対
１
）

で
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

（
※
阿
部
勝
德
議
長
は
採
決

に
加
わ
り
ま
せ
ん
。）

No. 款 事業名 補正額（増額）

1 教 育 費 小学校施設整備事業
（大曲小学校冷房機設置工事ほか） 59,840

2 商 工 費 商工業育成事業 5,000

3 民 生 費 放課後児童保育施設整備事業（建築） 36,340

4 衛 生 費 保健相談センター維持管理・保健衛生
事業（保健相談センター改修工事ほか） 22,624

■ 6 月補正予算 質疑があった事業（事業名）■
（単位 : 千円）

東
松
島
市
小
野
地
域

ふ
れ
あ
い

交
流
館
条
例

に

つ

い

て

副
市
長
　
小お

山や
ま

修し
ゅ
う

氏

選
任
に
同
意

大
曲
小
学
校
改
修
工
事
費
等
を
計
上

補
正
予
算
総
額 

17
億
６
７
２
１
万
３
千
円
の
増
額

（
補
正
予
算
総
額
に
追
加
補
正
含
む
）

　

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
ほ
か
３

特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

第
２
回　
定
例
会　
補
正
予
算

▲東松島市認定創業支援事業計画 ▲冷房機が設置される大曲小学校

▲着々と建設工事が進行中
　（平成 30年６月、上浜橋より撮影）

▲小山　修　新副市長

東
松
島
市
矢
本
海
浜

緑
地
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
条
例
に
つ
い
て

▲ふれあい・にぎわいの拠点として期待される
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議案番号 件名と主な内容　※他ページで説明した議案の説明は省略しています。

承認第１号
専決処分した事件（東松島市市税条例の一部を改正する条例）の承認について
…地方税法等の一部改正法律施行に伴う、当市市税条例の一部（法人市民税、固定資産税関係）を改正す

る条例の承認を求めたもの。

承認第２号
専決処分した事件（東松島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）の承認について
…国民健康保険が県単位化になることに伴い、課税額の定義や限度額等について改正する条例の承認を求

めたもの。

議案第76号
東松島市市税条例の一部を改正する条例について
…地方税法等の一部改正法律施行に伴う、個人市民税関係、固定資産税関係、市たばこ税関係の所要の改

正を行うもの。

議案第77号
東松島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
…５年以上放課後児童クラブに従事した者について、勤務姿勢等が適性であった者は支援員の資格対象とな

るよう、要件を拡大するもの。

議案第78号
東松島市母子・父子家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例について
…所得税法の一部を改正する等の法律施行に伴い、控除対象配偶者の子が同一生計配偶者に変更になったた

め、条例の一部を改正するもの。

議案第79号
東松島市下水道条例の一部を改正する条例について
…平成 30 年度稼働予定の野蒜第一雨水ポンプ場および野蒜第二雨水ポンプ場について、東松島市下水道条

例に名称および位置を追加するもの。

議案第80号
財産の取得（更新用防災備蓄用品一式）について
…市指定避難所に配備している防災備蓄品のうち、本年度中に保存期限満了を迎える防災備蓄品を更新配

備するもの。

議案第81号
市町の境界変更について
…土地改良事業等の実施に伴い、東松島市と遠田郡美里町の境界変更を宮城県知事に申請することについ

て、議会の議決を求めたもの。

議案第82号 境界変更に伴う財産処分の協議について
…境界変更により新たな境界内に属することとなる区域の財産処分の協議に関し、議会の議決を求めたもの。

議案第89号
（債）平成 30 年度野蒜排水区（雨水排水）下水道函渠工事（その１）請負契約の締結について
…野蒜字亀岡地内外、防災、減災のまちづくりを目指し、下水道函渠工事。施工延長６７４．３ｍ。工期

は平成 31 年６月 28 日まで。

議案第90号
（債）平成 30 年度野蒜排水区（雨水排水）下水道函渠工事（その２）請負契約の締結について
…野蒜字亀岡地内外、防災、減災のまちづくりを目指し、下水道函渠工事。施工延長 1,008.8 ｍ。工期

は平成 31 年 12 月 16 日まで。

議運発第２号
議員定数と報酬等並びに政治倫理のあり方に関する調査特別委員会の委員定数の変更について
…会派の異動があったことに伴い、議員定数と報酬等並びに政治倫理のあり方に関する調査特別委員会の

委員定数「８人」を「７人」とするもの。

6月定例会可決議案

第１回臨時会（３/20）議案
議案番号 件名と主な内容　※他ページで説明した議案の説明は省略しています。

議案第50号 （債）平成 29 年度復興交付金事業台前・亀岡線橋梁上部工工事請負契約の締結について
…野蒜字亀岡地内の避難道路の橋梁上部工工事。橋長 31.8 ｍ。幅員 12.25 ｍ。鋼２径間連続合成床版橋。

議案第51号
（債）平成 29 年度矢本東小学校講堂防音機能復旧事業および大規模改造工事（建築工事）請負変更契約
の締結について
…外壁アスベスト含有検査および敷地境界アスベスト粉じん測定追加と、外壁および軒天吹付塗材の撤

去工法を剥離材併用手工具ケレン工法に変更するもの。

議案第52号
柳の目西地区買取災害公営住宅整備事業に関する変更協定の締結について
…地盤改良厚を平均厚 1.0 ｍから 1.6 ｍに変更、防災調整池の底盤厚 25㎝から 50㎝に変更、協定戸数

70 戸を 100 戸の買取りに変更するもの。

議案第53号 財産の処分（ひびき工業団地事業所用地）について
…（株）サワにひびき工業団地事業所用地の売り払いを行ったもの。

議案第54号 財産の処分（ひびき工業団地事業所用地）について
…大倉工業（株）にひびき工業団地事業所用地の売り払いを行ったもの。

議案第55号
平成 29 年度東松島市一般会計補正予算（第 10 号）について
…歳入はひびき工業団地内企業の事業拡大に伴う土地売り払いによる増額、歳出は議案第 57 号により

大曲浜地区土地区画整理事業特別会計へ繰出金として増額したもの。

議案第56号 平成 29 年度東松島市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）について
…特定健康診査等事業費の積算誤りにより不足額が生じたため、1,423 万８千円を増額したもの。

議案第57号
平成 29 年度東松島市大曲浜地区土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）について
…大曲浜地区の被災市街地復興土地区画整理事業により造成した保留地処分、売買代金の年度内納付が

不確実のための補正である。
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①タイケン学園の高校誘致における市にもたらす経済効果は
②すれ違いが困難な狭あいな道路箇所を解消せよ
③震災復興支援者の方々の顕彰を実施せよ
� 土井　光正　P 6
①市税納税通知書の送付時期について
②イノシシ対策について

　熊谷　昌崇　P 7
①私立高等学校の誘致について

　石森　晃寿　P 7
①郷土の偉人（大槻俊斉、富田鐡之助、奈良坂源一郎等）の
　顕彰事業および先人教育について
②ひきこもり対策について
� 櫻井　政文�　P 8
①旧鳴瀬未来中学校校舎ならびに関連施設の管理について
� 滝　健一　P 8
①教育現場を問う
� 阿部　としゑ　P 9
①健康ポイント制導入への進捗状況は
②インバウンド推進のための民泊活用は

大橋　博之　P 9
①防犯対策について
� 熱海　重徳　P10
①子育て窓口一体化について
②ふるさと納税の返礼品について
� 手代木　せつ子　P10
①独自の懇談会における住民要望について
②「農村婦人の家」の抜本的な改修整備、活動支援強化について
③家族農業に目を向けた独自支援策を
� 長谷川　博　P11
①各課にわたる問題を問う
②タイケン学園について問う

小野　幸男　P11
①ＪＲ矢本駅および周辺施設について
②市政懇談会の検証はいかに
③中体連助成金予算の柔軟な対応を望む

小野　惠章　P12
①本市における史跡、碑等の管理、体制と活用について

齋藤　徹　P12
①赤井東部地区の土地利用について問う
②大塩地区等の土砂災害の対策について伺う

五ノ井　惣一郎　P13
①行政のリスク管理を問う
②学力向上対策を問う

佐藤　富夫　P13

1、タイケン学園の高校誘致に
おける市にもたらす経済効
果は

2、すれ違いが困難な狭あいな
道路箇所を解消せよ

3、	震災復興支援者の方々の顕
彰を実施せよ

土井　光正 議員

Q
A 道
路
の
狭
あ
い
部
を
解
消
せ
よ

各
関
係
機
関
と
協
議
を
す
す
め
る

　
　
　
　

①
タ
イ
ケ
ン
学
園　
　
　

の
高
校
が
開
校
し
た

場
合
、
地
元
の
小
中
高
の
児

童
・
生
徒
に
与
え
る
教
育
に

か
か
わ
る
影
響
は
。
ま
た
、

本
市
に
ど
の
よ
う
な
経
済
効

果
の
発
生
が
見
込
め
る
の
か
。

②
矢
本
歩
道
橋
の
撤
去
に
よ

る
市
道
の
狭
あ
い
部
の
解
消
、

及
び
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
市
内
７
箇

所
存
在
す
る
狭
あ
い
踏
切
の

早
期
な
拡
幅
工
事
に
よ
る
ボ

Q

ト
ル
ネ
ッ
ク
状
態
を
解
消
し
、

避
難
道
路
と
し
て
の
安
全
で

円
滑
な
交
通
を
確
保
せ
よ
。

③
全
国
各
地
か
ら
の
自
治
体

派
遣
職
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
震
災
復

興
支
援
者
の
方
々
の
顕
彰
を

実
施
し
、
さ
ら
な
る
絆
を
深

め
、
観
光
振
興
の
交
流
人
口

増
加
を
は
か
れ
。

　
　
　

市
長　

①
タ
イ
ケ
ン　
　
　

学
園
の
ス
ポ
ー
ツ
活

A

動
や
学
習
活
動
が
良
い
刺
激

に
な
り
、
学
力
及
び
ス
ポ
ー

ツ
の
両
面
で
大
き
な
効
果
が

あ
る
と
期
待
す
る
。

　

ま
た
、
全
寮
制
の
計
画
に

よ
り
、
生
徒
、
教
職
員
の
居

住
で
、
食
事
や
生
活
必
需
品

等
の
購
入
及
び
地
方
交
付
税

の
増
額
分
等
の
大
き
な
経

済
・
財
政
へ
の
効
果
も
期
待

さ
れ
る
。

②
矢
本
歩
道
橋
に
つ
い
て
は

学
校
関
係
者
、
地
元
自
治
会

等
と
合
意
形
成
を
図
り
な
が

ら
関
係
機
関
と
撤
去
に
つ
い

て
の
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　

踏
切
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、

安
全
な
交
通
確
保
の
た
め
持

続
的
な
協
議
を
す
す
め
る
。

③
感
謝
の
御
礼
を
込
め
、
功

績
を
永
く
歴
史
や
記
録
に
留

め
る
と
い
う
観
点
で
顕
彰
し

て
い
く
。

　

い
つ
ま
で
も
「
感
謝
の
心

」
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
自
治

体
派
遣
職
員
名
等
を
恒
久
的

な
プ
レ
ー
ト
等
を
作
成
し
伝

承
館
に
掲
示
す
る
。

▲狭あいで危険な矢本歩道橋交差点およびＪＲ踏切

15 議員が市政をただす

6平成30年8月1日発行

15議員が
市政をただす
一般質問は、議員が本市の一般事務に関す
る質問を行ったり、政策提言を行うことな
どを言います。議論の様子は録画中継でも
ご覧になれます。

議会中継はこちらから
検索東松島市議会映像

http://www.higashimatsushima-city.stream.jfit.co.jp/



▲私立高等学校の誘致が見込まれる学校跡地

1、私立高等学校の誘致につい
て

石森　晃寿 議員

Q
A 私
立
高
等
学
校
の
誘
致

市
民
の
総
力
を
結
集
し
、
成
就

　
　
　
　

私
立
高
等
学
校
の

誘
致
に
つ
い
て
は
、

廃
校
と
な
る
、
小
野
地
区
の

学
校
施
設
の
跡
地
を
利
用
す

る
。
私
立
高
等
学
校
が
、
開

校
す
る
ま
で
の
道
の
り
は
、

険
し
く
、
建
物
の
老
朽
化
を

考
え
る
と
、
時
間
も
限
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
以
下
の
点

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
平
成
32
年
４
月
の
開
校
を

目
指
す
場
合
は
、
平
成
30
年

Q

９
月
30
日
ま
で
に
、
設
置
者

で
あ
る
学
校
法
人
タ
イ
ケ
ン

学
園
が
、
学
校
設
置
認
可
申

請
を
宮
城
県
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

市
は
、
全
面
的
に
協
力
し

て
、
私
立
高
等
学
校
の
開
校

に
ま
い
進
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

②
私
立
高
等
学
校
の
誘
致
に

伴
い
、
市
は
、
経
済
効
果
を

試
算
し
て
い
る
か
。

　
　
　

市
長　

①
私
立
高
等

学
校
の
誘
致
は
、
地

元
の
小
野
地
区
を
は
じ
め
、

東
松
島
市
に
と
っ
て
「
１
０

０
年
に
一
度
」
有
る
か
無
い

か
の
地
域
活
性
化
に
繋
が
る

ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
の
政
策
を
、

千
載
一
遇
の
好
機
と
捉
え
て

い
る
。

　

今
後
、
宮
城
県
や
関
係
機

関
に
対
し
誘
致
に
向
け
、
強

A

力
に
要
望
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、
市
議

会
と
し
て
も
誘
致
決
議
な
ど

を
含
め
た
議
員
皆
さ
ま
方
の

ご
協
力
を
強
く
お
願
い
申
し

あ
げ
る
。

②
私
立
高
等
学
校
が
全
寮
制

で
、
３
６
０
人
の
定
員
と
す

る
と
、
毎
年
、
地
方
交
付
税

の
増
額
分
と
し
て
約
３
６
０

０
万
円
か
ら
４
０
０
０
万
円

を
見
込
め
る
ほ
か
、
教
職
員

の
住
民
税
な
ど
本
市
財
政
へ

の
直
接
的
な
効
果
が
あ
り
、

地
元
住
民
の
雇
用
も
、
一
定

程
度
見
込
め
る
。

▲市税納税通知書

1、市税納税通知書の送付時期
について

2、イノシシ対策について

熊谷　昌崇 議員

Q
A 納
税
通
知
書
の
送
付
時
期
に
つ
い
て

お
手
元
に
早
く
届
く
様
努
力
す
る

　
　
　
　

先
月
、
５
月
15
日

付
の
軽
自
動
車
税
の

納
税
通
知
書
が
届
い
た
。
同

様
に
他
の
市
町
村
か
ら
も
固

定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
る
。

そ
の
中
身
を
見
る
と
、
納
付

期
限
が
軽
自
動
車
税
は
５
月

31
日
、
固
定
資
産
税
や
都
市

計
画
税
の
１
回
目
の
納
付
期

限
は
５
月
31
日
で
あ
る
。
た

だ
し
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は

Q

納
付
通
知
日
が
５
月
１
日
や

15
日
と
ま
ば
ら
で
あ
る
が
、

納
付
期
限
は
一
律
に
５
月
31

日
で
あ
る
。
毎
年
の
事
だ
か

ら
納
税
通
知
書
が
そ
ろ
そ
ろ

き
て
、
税
金
を
納
め
る
準
備

を
し
て
い
る
市
民
も
多
い
が
、

15
日
付
で
発
送
し
、
早
く
て

16
日
や
17
日
に
納
税
通
知
書

が
届
き
、
納
付
期
間
が
短
く

不
便
と
考
え
る
市
民
も
い
る

が
、
対
策
す
べ
き
で
は
？

　
　
　

市
長　

地
方
税
法
の

規
定
で
は
、
納
税
通

知
書
は
納
期
限
前
10
日
ま
で

に
納
税
義
務
者
へ
交
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
本
市

の
各
種
市
税
の
納
期
は
市
税

条
例
に
お
い
て
、
納
期
月
の

16
日
か
ら
と
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
納
税
通
知
書

を
15
日
付
で
郵
送
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
報
に
お
い
て
、

納
付
書
発
送
予
定
日
も
合
せ

A

て
掲
載
し
周
知
し
て
い
る
。

平
成
30
年
度
軽
自
動
車
税
お

よ
び
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
の
発
送
に
つ
い
て
は
、

例
年
と
同
じ
よ
う
に
15
日
付

で
発
送
し
て
い
る
が
、
郵
便

事
情
等
に
よ
り
数
日
の
期
間

を
要
し
て
い
る
。

　

指
摘
の
１
日
付
の
発
送
に

つ
い
て
は
、
本
市
で
は
復
興

第
一
の
人
員
配
置
を
し
て
い

る
た
め
、
現
時
点
で
は
難
し

い
が
、
郵
便
事
業
者
と
の
調

整
を
含
め
、
早
く
届
け
る
よ

う
に
努
力
を
す
る
。
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1、郷土の偉人（大槻俊斉、富
田鐡之助、奈良坂源一郎等）
の顕彰事業および先人教育
について

2、ひきこもり対策について

櫻井　政文 議員

Q
A 偉
人
顕
彰
と
ひ
き
こ
も
り
を
問
う

支
援
策
に
取
り
組
み
、
強
化
を
図
る

　
　
　
　

①
郷
土
の
偉
人
で

あ
る
大
槻
俊
斎
、
富

田
鐡
之
助
、
奈
良
坂
源
一
郎

等
の
顕
彰
事
業
お
よ
び
先
人

教
育
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
市
民
の
ふ
る
さ
と
意
識
の

高
揚
と
子
供
た
ち
の
郷
土
愛

の
涵か

ん

養よ
う

を
図
る
た
め
に
以
下
、

所
見
を
伺
う
。
顕
彰
施
設
や

説
明
板
を
設
け
る
考
え
は
あ

る
か
。
当
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
「
先
人
・
偉
人
」
コ
ー

Q

ナ
ー
や
ｗ
ｅ
ｂ
博
物
館
を
作

成
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
偉

人
伝
の
編
纂
や
偉
人
の
命
日

に
祭
り
を
斉さ

い

行こ
う

す
る
考
え
は

あ
る
か
②
最
近
の
ひ
き
こ
も

り
は
長
期
化
、
高
齢
化
の
傾

向
が
あ
り
、
今
後
、
ひ
き
こ

も
り
に
対
し
て
適
切
で
迅
速

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
ひ

き
こ
も
り
者
は
能
力
の
高
い

人
が
多
く
、
彼
ら
の
能
力
を

活
か
す
包
括
的
支
援
を
問
う
。

　
　
　

市
長
・
教
育
長　

①

大
槻
俊
斎
と
奈
良
坂

源
一
郎
の
像
を
建
立
す
る
な

ど
実
施
し
て
き
て
い
る
。
今

後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「

先
人
・
偉
人
」
の
情
報
を
掲

載
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
偉
人
の
副
読
本

が
有
る
の
で
、
そ
れ
を
活
用

し
て
偉
人
学
習
を
充
実
さ
せ

る
。
偉
人
の
命
日
を
記
念
す

る
行
事
は
意
義
深
い
。

A

　

②
今
後
の
ひ
き
こ
も
り
相

談
は
土
日
開
設
も
視
野
に
入

れ
て
い
く
。
ひ
き
こ
も
り
の

居
場
所
作
り
に
つ
い
て
は

「
東
松
島
市
心
の
ケ
ア
ハ
ウ

ス
」
を
開
設
し
て
い
る
。

　

就
労
に
対
し
て
は
、
支
援

機
関
、
民
間
団
体
、
自
治
体

等
が
連
携
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

　

今
後
は
心
理
や
福
祉
の
知

識
を
有
す
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
適
正
な
人
員
配

置
を
図
り
、
ま
た
行
政
職
員

の
専
門
性
を
高
め
る
。

▲生徒のいない旧鳴瀬未来中学校

1、旧鳴瀬未来中学校校舎なら
びに関連施設の管理につい
て

滝　　健一 議員

Q
A 旧
鳴
瀬
未
来
中
校
舎
の
管
理
は

市
の
発
展
の
た
め
適
切
に
管
理
す
る

　
　
　
　

鳴
瀬
未
来
中
学
校

が
中
下
地
区
に
移
転

し
、
生
徒
は
新
た
な
希
望
で

学
業
に
励
ま
れ
て
い
る
。
一

方
旧
校
舎
等
の
利
活
用
が
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
校
舎
や
関
連

施
設
の
維
持
管
理
の
在
り
方

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
は
と
て
も
ず
さ
ん

で
あ
る
。

　

立
入
禁
止
の
バ
リ
ケ
ー
ド

Q

の
設
置
が
遅
い
、
倉
庫
等
が

施
錠
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
だ

使
用
で
き
る
物
資
等
が
雨
ざ

ら
し
に
さ
れ
て
い
る
、
電
気

コ
ー
ド
が
長
く
地
べ
た
に
敷

か
れ
て
い
る
、
プ
ー
ル
機
械

室
の
一
部
が
分
解
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
、
Ｐ
Ｈ
調

整
剤
が
そ
の
ま
ま
に
重
な
っ

て
い
る
等
々
で
あ
る
。
管
理

の
基
本
的
な
在
り
方
を
理
解

し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

市
長　

旧
鳴
瀬
未
来

中
は
学
び
舎
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
小
野
地
域
の

中
核
施
設
と
し
て
も
使
用
し

て
き
た
。

　

今
後
は
小
野
地
区
学
校
施

設
利
活
用
事
業
の
優
先
交
渉

権
者
の
学
校
法
人
タ
イ
ケ
ン

学
園
へ
円
滑
な
引
き
継
ぎ
と

市
の
発
展
に
資
す
る
よ
う
適

切
な
管
理
に
努
め
る
。

A

　
　
　

教
育
長　

管
理
の
状

況
は
安
全
対
策
と
防

犯
上
か
ら
校
舎
は
施
錠
し
立

入
禁
止
と
し
て
い
る
。

　

定
期
的
に
校
舎
と
関
連
施

設
に
異
常
が
無
い
か
現
地
の

確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
校
舎
等
の
利
活
用

が
決
定
す
る
ま
で
、
地
域
の

皆
様
方
に
も
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
引
き
続
き
適
切

な
施
設
の
管
理
を
実
施
す
る
。

　

ご
指
摘
の
件
に
つ
き
ま
し

て
は
対
応
が
不
充
分
で
あ
り

反
省
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
に
生
か
し
て
い
く
。

A

▲初代西洋医学所頭取、郷土の偉人大槻俊斎先生像

15 議員が市政をただす
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1、教育現場を問う

阿部としゑ 議員

Q
A 教
育
現
場
を
問
う

業
務
改
善
加
速
事
業
に
取
り
組
む

　
　
　
　

下
校
時
の
小
学
生

が
殺
さ
れ
た
り
、
同

級
生
宅
か
ら
多
額
の
現
金
を

盗
み
、
友
人
に
お
金
を
配
っ

た
中
学
生
な
ど
、
信
じ
が
た

い
事
件
が
続
い
て
い
る
。

　

震
災
か
ら
ま
る
７
年
が
過

ぎ
、
市
民
も
児
童
生
徒
も
穏

や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
と
思
う
。
小
学
生
に
と
っ

て
は
東
日
本
大
震
災
の
記
憶

が
薄
い
子
ど
も
た
ち
も
い
る

Q

と
思
う
。
震
災
の
教
訓
を
継

承
し
、
防
災
意
識
を
培
っ
て

も
ら
い
た
い
。

　

総
合
防
災
訓
練
と
地
域
と

の
小
中
学
生
の
か
か
わ
り
。

働
き
方
改
革
の
長
時
間
労
働

に
対
す
る
考
え
方
。

　

部
活
動
の
週
休
二
日
制
や

朝
練
の
禁
止
に
対
す
る
指
導

に
つ
い
て
。
５
月
の
連
休
明

け
に
多
い
と
さ
れ
る
い
じ
め

不
登
校
の
本
市
の
現
状
は
。

　
　
　

教
育
長　

地
区
自
治

会
長
や
地
域
住
民
の

参
加
に
よ
る
校
舎
内
の
避
難

場
所
の
確
認
や
避
難
訓
練
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
う
。

防
災
主
任
が
地
区
の
自
主
防

災
組
織
の
会
議
に
参
加
す
る
。

　

教
員
の
仕
事
は
多
忙
化
し

て
お
り
、
夜
遅
く
ま
で
仕
事

を
し
て
い
る
。
早
急
な
改
善

が
必
要
で
あ
り
、
業
務
改
善

加
速
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

A

る
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
週

の
二
日
は
休
み
と
し
、
一
日

は
休
養
日
と
す
る
。
休
日
の

部
活
動
時
間
は
３
時
間
程
度

と
す
る
。
朝
練
習
原
則
禁
止
。

部
活
動
強
調
期
間
は
特
別
に

認
め
る
方
向
で
指
導
し
て
い

る
。

　

５
月
の
い
じ
め
認
知
件
数

は
、
４
月
と
の
比
較
で
小
27

件
増
加
で
35
件
、
㊥
６
件
増

加
で
７
件
と
な
っ
て
い
る
。

不
登
校
は
、
小
な
し
㊥
13
人

が
不
登
校
と
な
っ
て
い
る
。

▲元気にスポーツをする子供たち

▲健康増進あなたもチャレンジしてみませんか！

1、健康ポイント制導入への進
捗状況は

2、インバウンド推進のための
民泊活用は

大橋　博之 議員

Q
A 健
康
ポ
イ
ン
ト
制
導
入
の
進
捗
状
況

順
調
に
導
入
計
画
が
進
展
し
て
い
る

　
　
　
　

東
松
島
市
は
昨
年

超
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
た
市
民
の
健
康
維
持
増

進
を
主
眼
に
２
０
１
８
年
ま

で
の
２
ヶ
年
で
「
健
康
ポ
イ

ン
ト
計
画
」
を
策
定
す
る
と

し
て
い
る
。
昨
年
12
月
に
実

証
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
利
用
し
た
栄

養
運
動
指
導
と
ゆ
ぷ
と
通
所

に
よ
る
運
動
指
導
が
実
施
さ

れ
た
。
こ
の
実
証
事
業
の
結

Q

果
に
つ
い
て
今
後
の
活
用
手

法
を
伺
う
。
①
参
加
者
の
取

り
組
み
結
果
と
効
果
は
②
計

画
調
査
策
定
委
員
会
の
取
り

組
み
状
況
③
制
度
設
計
に
あ

た
り
参
考
に
す
べ
き
先
進
事

例
は
ど
こ
か
④
計
画
策
定
後
、

事
業
開
始
の
時
期
は
ど
の
時

期
か
⑤
こ
の
健
康
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
導
入
し
た
結
果
市
民

の
健
康
増
進
の
目
標
数
値
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

市
長　

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
利
用
で
は
被
験
者

の
約
６
割
で
体
重
が
減
少
し

脂
質
代
謝
の
改
善
が
顕
著
と

な
っ
た
。
ゆ
ぷ
と
で
実
施
し

た
運
動
指
導
で
は
体
重
、
内

臓
脂
肪
面
積
、
腹
囲
、
と
も

全
対
象
者
平
均
値
に
お
い
て

減
少
し
た
。
②
医
師
商
工
会

代
表
市
内
８
地
区
の
健
康
推

進
員
等
13
名
で
構
成
、
５
回

の
検
討
会
を
開
催
し
検
討
中

A

で
あ
る
。
③
昨
年
度
県
内
４

市
町
を
視
察
し
実
務
と
内
容

に
つ
い
て
情
報
収
集
し
委
員

会
と
共
有
。
現
在
モ
デ
ル
と

し
て
い
る
の
は
角
田
市
で
あ

り
委
員
も
視
察
し
て
い
る
。

④
事
業
開
始
時
期
に
つ
い
て

は
第
２
次
健
康
21
計
画
の
指

導
と
併
せ
平
成
31
年
４
月
を

想
定
⑤
健
康
21
計
画
に
定
め

る
目
標
値
達
成
を
目
的
と
す

る
。
地
元
食
材
を
活
用
等
多

数
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
想
定

し
効
果
的
な
健
康
意
識
の
醸

成
を
実
現
し
て
い
く
。

東松島市議会だより　No.49
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1、防犯対策について

熱海　重徳 議員

Q
A 防
犯
対
策
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
増
設
を
実
施
す
る

　
　
　
　

①
空
き
巣
・
泥
棒

な
ど
の
対
策
に
つ
い

て
。

②
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い

て
。
ま
た
、
街
路
灯
の
設
置

数
は
十
分
か
。

③
空
き
家
の
防
犯
対
策
は
。

④
子
ど
も
た
ち
へ
の
不
審
者

な
ど
か
ら
の
安
全
対
策
は
。

　
　
　

市
長　

①
平
成
29
年

中
の
市
内
で
の
空
き

巣
な
ど
の
侵
入
認
知
件
数
は

QA

34
件
で
、
刑
法
犯
全
体
の

18
％
を
占
め
て
い
る
。
本
市

で
は
市
防
犯
実
働
隊
の
パ
ト

ロ
ー
ル
に
よ
り
、
市
民
に
見

せ
る
警
戒
を
中
心
に
対
策
を

実
施
し
て
き
た
。
今
後
は
石

巻
警
察
署
な
ど
と
の
連
携
を

密
に
、
施
錠
の
徹
底
を
市
報

等
で
周
知
啓
発
す
る
ほ
か
、

市
全
体
の
防
犯
研
修
も
定
期

的
に
実
施
す
る
。

②
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
矢
本
東

地
区
に
１
台
、
野
蒜
地
区
に

６
台
を
設
置
運
用
し
て
い
る
。

今
後
は
石
巻
警
察
署
と
協
議

の
上
、
自
転
車
盗
難
等
が
多

発
す
る
Ｊ
Ｒ
駅
前
な
ど
を
中

心
に
設
置
を
進
め
る
。
ま
た
、

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
道
路

や
住
宅
環
境
の
変
化
に
伴
い

随
時
対
応
し
て
い
く
。

③
市
内
に
空
き
家
と
み
ら
れ

る
建
物
は
２
１
７
件
あ
り
、

放
火
や
不
法
侵
入
と
い
っ
た

犯
罪
の
温
床
に
な
る
恐
れ
も

あ
る
。
今
後
は
所
有
者
に
対

し
適
正
な
管
理
を
要
請
す
る
。

　
　
　

教
育
長　

④
平
成
29

年
中
に
は
市
内
15
件

の
不
審
者
情
報
の
提
供
が

あ
っ
た
。
現
在
、
各
学
校
・

幼
稚
園
に
対
し
、
複
数
で
の

下
校
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
携
帯
、

警
察
へ
の
通
報
お
よ
び
パ
ト

ロ
ー
ル
体
制
の
強
化
依
頼
等

の
安
全
対
策
を
指
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
住
民
に
よ

る
見
守
り
体
制
の
強
化
等
を

推
進
し
て
い
く
。

A

▲ふるさと納税の返礼品に「高齢者見守りサービス」を

1、子育て窓口一体化について
2、ふるさと納税の返礼品につ
いて

手代木せつ子 議員

Q
A 返
礼
品
に
高
齢
者
見
守
り
を
加
え
て
は

事
業
者
等
か
ら
の
提
案
に
向
け
周
知

　
　
　
　

平
成
29
年
度
の
ふ

る
さ
と
納
税
額
が
、

平
成
28
年
度
に
比
べ
て
大
幅

に
増
え
て
い
る
。
現
在
、
Ｈ

Ｏ
Ｐ
Ｅ
に
業
務
委
託
し
て
い

る
が
、
次
の
点
を
伺
う
。

①
平
成
29
年
度
の
成
果
と
大

幅
に
増
額
と
な
っ
た
訳
は
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
は
。

③
返
礼
品
の
選
定
は
い
か
に
。

④
返
礼
品
に
「
高
齢
者
見
守

り
訪
問
」
や
「
夏
場
の
親
子

Q

地
引
き
網
体
験
」
等
を
加
え

て
は
ど
う
か
。

　
　
　

市
長　

①
寄
附
件
数

は
１
万
81
件
（
28
年

度
比
２
・
４
倍
）
、
金
額
は

１
億
４
４
０
０
万
円
（
同

２
・
６
倍
）
と
い
ず
れ
も
増

加
。

　

平
成
27
年
７
月
よ
り
一
般

社
団
法
人
東
松
島
み
ら
い
と

し
機
構
と
一
括
業
務
代
行
に

関
す
る
事
業
協
定
を
締
結
し

A

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の

構
築
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

支
払
い
の
導
入
、
そ
し
て
平

成
29
年
１
月
よ
り
「
楽
天
」

の
サ
イ
ト
に
本
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
を
掲
載
し

た
。

②
平
成
30
年
度
は
、
大
曲
小
、

赤
井
小
、
大
塩
小
、
矢
本
西

小
に
お
け
る
情
報
化
推
進
事

業
や
各
小
学
校
の
遊
具
改
修

工
事
費
、
防
犯
対
策
や
松
く

い
虫
防
除
、
公
園
管
理
、
農

業
施
設
の
整
備
等
、
幅
広
く

活
用
し
て
い
る
。

③
市
の
Ｐ
Ｒ
や
知
名
度
ア
ッ

プ
、
今
後
の
観
光
や
産
業
の

振
興
等
に
繋
が
る
商
品
70
品

目
を
選
定
（
人
気
は
牛
タ

ン
）
し
て
い
る
。

④
地
元
に
両
親
を
残
し
て
生

活
し
て
い
る
方
々
に
と
っ
て

高
齢
者
の
見
守
り
訪
問
等
は

望
ん
で
い
る
返
礼
品
と
は
思

う
。
地
元
を
Ｐ
Ｒ
で
き
て
、

な
お
か
つ
納
税
者
に
喜
ば
れ

る
返
礼
品
を
提
供
し
、
復
興

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

▲東矢本駅北側広場に設置されている防犯カメラ

15 議員が市政をただす
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1、独自の懇談会における住民
要望について

2、「農村婦人の家」の抜本的な
改修整備、活動支援強化に
ついて

3、家族農業に目を向けた独自
支援策を

長谷川　博 議員

Q
A 柳
の
目
東
住
宅
脇
市
道
に
横
断
歩
道
を

関
係
先
と
早
速
協
議
、
踏
切
拡
幅
も

　
　
　
　

①
柳
の
目
東
災
害

公
営
住
宅
で
の
私
の

市
政
懇
談
会
で
、
住
宅
か
ら

赤
井
南
小
に
通
学
す
る
子
ど

も
を
心
配
し
て
、
市
道
へ
の

横
断
歩
道
設
置
の
要
望
が
出

さ
れ
た
。
市
道
の
拡
幅
工
事

と
の
関
連
も
あ
り
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
狭

あ
い
な
踏
切
の
拡
幅
も
必
要

と
考
え
る
が
。

　

一
方
、
免
許
を
返
納
す
る

Q

高
齢
者
か
ら
、
ら
く
ら
く
号

の
利
便
性
向
上
を
求
め
る
声

も
多
い
。
利
用
す
る
住
民
の

意
見
を
よ
く
聞
い
て
見
直
す

べ
き
。

②
東
松
島
市
加
工
研
究
会
の

活
動
拠
点
と
な
っ
て
い
る

「
農
村
婦
人
の
家
」
の
老
朽

化
が
目
立
ち
、
一
方
で
施
設

が
手
狭
と
な
っ
て
い
る
。
施

設
の
改
修
・
整
備
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
１
６
０
名
を

超
す
加
工
研
究
会
の
活
動
へ

の
支
援
を
強
化
す
べ
き
。

　
　
　

市
長　

①
市
道
整
備

の
南
側
工
区
は
一
部

で
用
地
買
収
が
遅
れ
て
い
る

が
、
可
能
な
限
り
早
め
る

（
31
年
度
完
成
予
定
）
。

　

横
断
歩
道
も
市
道
拡
幅
整

備
後
の
協
議
で
な
く
、
す
ぐ

に
協
議
に
入
る
。

　

一
方
で
、
踏
切
拡
幅
の
計

画
も
あ
り
Ｊ
Ｒ
と
協
議
す
る
。

A

　

ら
く
ら
く
号
は
「
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
」
を
策

定
中
で
、
免
許
返
納
後
の
高

齢
者
も
踏
ま
え
、
使
い
勝
手

を
良
く
す
る
。

　

計
画
の
成
案
は
９
月
が
め

ど
、
市
民
の
意
見
を
十
分
に

聞
い
て
見
直
す
。

②
加
工
研
究
会
の
活
動
は
大

き
く
評
価
し
て
お
り
、
施
設

老
朽
化
の
現
状
も
把
握
し
て

い
る
。
研
究
会
に
は
不
便
を

か
け
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

６
次
産
業
化
が
ら
み
の
新

た
な
事
業
メ
ニ
ュ
ー
の
獲
得

も
模
索
し
て
い
る
。

▲堆砂の除去が必要な鳴瀬川河口

1、各課にわたる問題を問う
2、タイケン学園について問う

小野　幸男 議員

Q
A 各
課
に
わ
た
る
問
題
を
問
う

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
説
明
を
重
ね
る

　
　
　
　

①
震
災
前
に
戻
り

サ
ー
フ
ァ
ー
や
釣
り

客
・
野
蒜
築
港
や
海
岸
に
訪

れ
る
観
光
客
の
増
加
に
伴
い

ト
イ
レ
の
復
旧
と
航
路
部
分

の
堆た

い

砂さ

の
除
去
を
伺
う
。

②
市
内
一
円
地
区
セ
ン
タ
ー

や
集
会
所
の
取
り
扱
い
と
地

域
格
差
の
是
正
を
含
め
、
今

後
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
再
度
伺
う
。

③
本
市
の
野
蒜
築
港
の
日
本

Q

遺
産
登
録
に
つ
い
て
、
課
題

は
あ
る
も
の
の
今
後
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

④
市
道
大
高
森
・
室
浜
線
の

大
高
森
山
頂
へ
の
、
散
策
路

の
急
勾
配
の
舗
装
す
べ
き
早

急
な
対
応
を
伺
う
。

⑤
本
市
に
と
っ
て
の
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
タ
イ

ケ
ン
学
園
の
誘
致
に
関
す
る

予
算
規
模
や
市
民
へ
の
周
知

や
説
明
等
の
進
捗
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

①
浜
市
天
屋

公
園
は
県
が
設
置
、

現
段
階
で
は
復
旧
整
備
の
計

画
は
無
く
、
本
市
の
計
画
も

無
く
ご
理
解
願
う
。
ま
た
堆た

い

砂さ

は
国
に
除
去
を
要
望
す
る
。

②
施
設
の
老
朽
度
、
改
修
時

の
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
修

繕
等
を
図
る
。

　

ま
た
統
廃
合
や
地
元
移
管

も
含
め
施
設
運
営
を
図
り
検

討
す
る
。

A

③
現
段
階
で
は
、
日
本
遺
産

へ
の
認
定
申
請
は
難
し
い
の

で
野
蒜
築
港
の
保
存
管
理
を

継
続
し
、
一
層
の
活
用
方
策

を
探
っ
て
い
く
。

④
当
面
は
草
刈
作
業
と
オ
ル

レ
コ
ー
ス
の
管
理
用
道
路
と

し
て
敷
砂
利
や
整
地
等
の
対

応
を
図
る
。

⑤
平
成
32
年
４
月
開
校
に
向

け
設
置
認
可
申
請
を
提
出
す

る
。

　

桜
華
小
、
旧
未
来
中
の
解

体
費
相
当
額
を
補
助
す
る
方

向
で
検
討
し
、
ま
た
大
き
な

経
済
効
果
を
見
込
め
る
。

▲柳の目東住宅と拡幅整備する市道・東赤井 104号線
　横断歩道設置で通学の安全確保を
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1、ＪＲ矢本駅および周辺施設
について

2、市政懇談会の検証はいかに
3、中体連助成金予算の柔軟な
対応を望む

小野　惠章 議員

Q
A Ｊ
Ｒ
矢
本
駅
改
修
の
政
策
判
断
を
!!

南
北
連
絡
通
路
実
現
へ
用
地
交
渉

　
　
　
　

①
Ｊ
Ｒ
矢
本
駅
お

よ
び
周
辺
施
設
の
検

討
状
況
と
政
策
判
断
は
。

②
矢
本
駅
駐
輪
場
の
次
年
度

改
修
計
画
に
つ
い
て
。

③
市
政
懇
談
会
に
お
け
る
課

題
の
検
討
状
況
を
、
市
民
へ

返
答
す
べ
き
で
あ
り
、
地
域

自
治
会
単
位
の
開
催
を
。

④
中
体
連
助
成
金
予
算
の
柔

軟
な
対
応
を
望
む
。

Q

　
　
　

市
長　

①
矢
本
駅
は

市
の
玄
関
。
南
北
を

つ
な
ぐ
連
絡
通
路
の
実
現
を

目
指
し
、
北
側
駐
車
場
跡
地

の
用
地
取
得
に
向
け
て
交
渉

し
て
い
る
。
連
絡
通
路
は
避

難
路
と
し
て
の
役
割
も
期
待

さ
れ
る
。

　

具
体
的
な
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
Ｊ
Ｒ

東
日
本
仙
台
支
社
へ
要
望
は

し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
等
関
係

A

機
関
と
の
調
整
や
整
備
経
費

等
の
課
題
も
あ
り
、
今
後
順

を
追
っ
て
進
め
る
。

②
矢
本
駅
駐
輪
場
は
、
25
台

分
は
屋
根
が
設
置
済
み
、
１

７
２
台
分
が
未
整
備
で
降
雨

時
や
降
雪
時
に
、
ご
不
便
を

お
掛
け
し
て
い
る
。
矢
本
駅

北
側
へ
の
設
置
も
検
討
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
96
台
分
に

屋
根
を
設
置
す
る
計
画
で
、

照
明
も
設
け
る
。

③
検
討
や
課
題
と
さ
れ
た
も

の
は
、
担
当
課
へ
検
討
を
指

示
し
、
事
業
の
優
先
度
や
予

算
を
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
要
望
事
項
等
へ
の
対

応
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
秋

頃
ま
で
に
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
あ
て
に
示
し
た
い
。
自
治

会
等
で
の
開
催
要
望
が
あ
れ

ば
、
相
談
の
上
応
じ
た
い
。

　
　
　

市
長
・
教
育
長　

④

上
位
大
会
へ
の
出
場

に
伴
い
保
護
者
負
担
が
増
す

な
ど
費
用
負
担
に
つ
い
て
、

中
学
校
が
苦
慮
も
承
知
。
負

担
軽
減
に
向
け
努
力
す
る
。

A

▲本市文化財への利活用が期待されるＷＥＢ博物館
　ひろしまＷＥＢ博物館ロゴ（広島市文化財団の利用許諾を得て掲載）

1、本市における史跡、碑等の
管理、体制と活用について

齋藤　　徹 議員

Q
A 本
市
の
史
跡
等
の
管
理
と
活
用
に
つ
い
て

定
期
調
査
を
し
、
修
繕
等
を
検
討
。

　
　
　
　

①
本
市
で
は
、
縄

文
時
代
か
ら
続
く
歴

史
的
価
値
の
高
い
貝
塚
や
史

跡
が
市
内
各
所
に
点
在
し
て

い
る
が
、
管
理
体
制
は
万
全

か
。

②
地
名
の
由
来
、
有
力
者
住

居
跡
や
生
誕
地
が
あ
る
が
、

地
域
住
民
の
興
味
関
心
は
薄

い
。
住
民
理
解
を
促
す
た
め

の
具
体
的
方
策
は
。

③
文
化
財
保
護
の
た
め
に
は

Q

住
民
理
解
が
重
要
と
な
る
。

地
域
の
歴
史
に
対
す
る
興
味

関
心
や
郷
土
愛
を
育
む
た
め

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
等
の
活
用
も
必
要
と

思
う
が
、
本
市
の
対
応
は
。

　
　
　

教
育
長　

①
本
市
は
、

国
、
県
、
市
指
定
文

化
財
や
未
指
定
文
化
財
、
歴

史
資
料
が
存
在
す
る
。

　

指
定
文
化
財
に
関
し
て
は

毎
年
、
現
状
を
確
認
し
て
い

A

る
。

　

未
指
定
文
化
財
に
お
い
て

も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て
現

状
を
確
認
し
て
い
る
。

　

標
柱
等
の
管
理
に
つ
い
て

は
除
草
等
を
含
め
た
管
理
を

順
時
進
め
て
い
る
。

②
奥
松
島
縄
文
村
で
の
里
浜

貝
塚
、
縄
文
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
、
野
蒜
築
港
跡
、
東
名

北
上
運
河
に
関
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
赤
井
遺
跡
、
矢
本
横

穴
墓
群
を
紹
介
す
る
展
示
、

講
演
会
を
継
続
し
て
開
催
し

て
い
る
。

　

提
案
に
あ
っ
た
ウ
ェ
ブ
博

物
館
も
周
知
手
法
の
一
つ
と

し
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

③
郷
土
愛
を
育
む
た
め
の
学

習
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
に
お
け
る
地
域
人
材

の
活
用
も
必
要
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

学
校
や
地
域
の
特
色
や
地
域

の
資
源
・
人
材
を
活
か
し
た

取
組
を
推
進
し
、
地
域
に
対

す
る
興
味
や
郷
土
愛
を
育
み

た
い
と
考
え
る
。

▲駅改修、南北連絡路に一歩前進する用地交渉（駅北側）

15 議員が市政をただす
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1、赤井東部地区の土地利用に
ついて問う

2、大塩地区等の土砂災害の対
策について伺う

五ノ井惣一郎 議員

Q
A 赤
井
東
部
地
区
の
土
地
利
用
に
伺
う

市
街
化
編
入
を
県
に
要
望
し
て
い
る

　
　
　
　

①
震
災
後
、
赤
井

東
部
地
区
の
石
巻
市

境
は
、
石
巻
合
同
庁
舎
、
石

巻
あ
ゆ
み
の
駅
、
仙
台
間
の

高
速
バ
ス
の
乗
降
場
、
石
巻

西
高
関
連
の
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
、
さ
ら
に
石
巻
港
か

ら
三
陸
道
石
巻
港
イ
ン
タ
ー

ま
で
の
拡
幅
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
柳
の
目
地
区
開

発
推
進
委
員
会
か
ら
有
効
土

地
お
よ
び
土
地
利
用
転
換
適

Q

正
化
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。
早
期
に
赤
井
東
部

の
国
土
利
用
計
画
の
見
直
し

を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

②
免
許
セ
ン
タ
ー
西
側
の
災

害
公
営
住
宅
西
隣
に
、
太
陽

光
発
電
の
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
市
の

関
わ
り
は
あ
る
か
。

③
本
市
全
域
の
国
土
利
用
の

見
直
し
の
必
要
が
あ
る
。
考

え
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

①
市
境
で
進

む
土
地
利
用
の
変
化

へ
の
対
応
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

関
係
機
関
の
宮
城
県
お
よ

び
石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
と
の
協
議
を
進
め
、
石

巻
地
方
拠
点
都
市
計
画
へ
の

位
置
付
け
の
協
議
を
進
め
、

県
の
同
意
を
得
た
。

　

赤
井
柳
の
目
北
地
区
お
よ

び
赤
井
川
前
三
番
地
区
の
商

業
系
を
中
心
と
し
た
複
合
施

A

設
予
定
地
区
は
、
市
街
化
編

入
候
補
と
し
て
の
「
一
般
保

留
」
の
位
置
付
け
を
県
に
要

望
し
た
。

②
農
地
転
用
の
許
可
申
請
は
、

農
業
委
員
会
に
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
施
設
の
建
設
に
は

市
は
関
与
し
て
い
な
い
。

③
土
地
利
用
施
策
は
、
都
市

計
画
の
線
引
き
見
直
し
に
合

わ
せ
、
震
災
復
興
に
よ
り
変

化
し
た
土
地
利
用
に
合
わ
せ

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
土
地
利
用
の
方
向
性
を
検

討
す
る
。

▲市役所とは、市民の役に立つ所、行革は積極的に進める

1、行政のリスク管理を問う
2、学力向上対策を問う

佐藤　富夫 議員

Q
A 行
政
の
リ
ス
ク
管
理
を
問
う

法
に
従
い
早
期
に
方
針
を
定
め
る

　
　
　
　

昨
年
９
月
議
会
で

役
所
の
内
部
統
制
の

提
言
を
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

本
市
職
員
の
人
事
関
連
情
報

に
不
正
ア
ク
セ
ス
、
事
務
処

理
の
基
本
的
ミ
ス
等
々
、
行

政
事
務
の
プ
ロ
と
し
て
許
さ

れ
な
い
こ
と
が
続
い
て
全
国

的
に
士
気
の
低
下
が
あ
る
。

①
こ
の
こ
と
は
内
部
統
制
の

欠
如
と
し
か
思
え
な
い
。
見

解
を
問
う
。

Q

②
前
回
の
提
言
を
踏
え
、
ど

の
よ
う
に
議
論
を
し
、
検
討

を
進
め
て
き
た
か
、
成
り
行

き
を
示
せ
。

③
仙
台
市
、
石
巻
市
で
も
職

員
の
不
祥
事
は
続
い
て
お
り
、

対
岸
の
火
事
で
は
な
い
。
刻

々
の
経
過
の
中
に
も
、
行
政

の
リ
ス
ク
は
続
い
て
い
る
。

先
行
し
た
リ
ス
ク
管
理
を
提

言
す
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　

市
長　

①
に
つ
い

て
。
指
摘
の
通
り
、

リ
ス
ク
管
理
の
欠
如
は
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
、
複
数
チ
ェ
ッ

ク
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
の

徹
底
を
し
万
全
を
期
す
。

②
に
つ
い
て
。
①
の
事
業
は

部
課
長
会
議
で
指
示
し
た
。

ま
た
、
都
道
府
県
、
政
令
都

市
の
法
令
義
務
の
動
向
は
、

宮
城
県
・
大
阪
市
・
静
岡
市

な
ど
既
に
内
部
統
制
を
定
め

A

て
い
る
事
例
を
本
市
の
リ
ス

ク
管
理
の
参
考
と
す
る
。

③
に
つ
い
て
。
平
成
32
年
の

４
月
ま
で
、
前
述
の
県
、
政

令
都
市
は
基
本
方
針
を
策
定

す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
他
都
市
で
あ
る
本
市
に
つ

い
て
は
、
宮
城
県
な
ど
の
先

行
事
例
を
参
考
に
し
て
、
可

能
な
限
り
早
期
に
導
入
で
き

る
様
に
努
め
る
。

▲柳の目北地区市境、石巻合同庁舎とめぐみ野市街地
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農
業
委
員　

熊く
ま

谷が
い　
奬す

す
む 

氏

他
15
人
を
推
薦

　

熊く
ま

谷が
い　

奬す
す
む

氏
（
矢
本
）
他

15
人
を
農
業
委
員
と
し
て
全

員
賛
成
で
任
命
に
つ
い
て
同

意
し
ま
し
た
。

　

こ
の
任
命
は
現
委
員
の
任

期
が
平
成
30
年
７
月
７
日
ま

で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
提
案
さ
れ
、
議
会

が
同
意
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
秋あ

き

本も
と

ま
ゆ
み
氏
と

安あ

部べ

悦え
つ

子こ

氏
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
第
８
条
第
６
項
で
規
定

す
る
、
農
業
委
員
会
の
所
掌

に
属
す
る
事
項
に
関
し
利
害

関
係
を
有
し
な
い
者
と
し
て

任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し

た
。

　

吉よ
し

田だ

國く
に

夫お

氏
（
赤
井
）
の

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て
、
適
任
と
答
申
し
ま
し

た
。

　

今
回
、
本
市
か
ら
推
薦
し

て
い
る
委
員
９
人
の
う
ち
、

１
人
（
吉よ

し

田だ

國く
に

夫お

氏
）
が
平

成
30
年
９
月
30
日
で
任
期
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
人
権

擁
護
委
員
法
に
基
づ
き
、
吉

田
氏
の
選
任
に
つ
い
て
、
市

長
よ
り
意
見
を
求
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権

擁
護
委
員
法
に
基
づ
い
て
、

毎
月
、
無
料
人
権
相
談
を
受

け
る
な
ど
す
る
無
報
酬
の
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

　
吉よ

し

田だ

國く

に

夫お

氏

適
任
と
答
申

　

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会

で
は
、
議
案
第
87
号
「
副
市

長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
の
み

賛
否
が
分
か
れ
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
4
ペ
ー
ジ
）

賛 

否 

が

分
か
れ
た
議
案

議会運営および活動状況 平成30年２月８日以降
２月　９日　鳴瀬桜華小学校建設事業説明会　

１１日　第５２回建国記念の日を祝う宮城県民大会
１５日　総務常任委員会、民生教育常任委員会
１６日　産業建設常任委員会、議会運営委員会

　　　　　　市議会議員共済会第１１５回代議員会
１７日　平成２９年度石巻地域体育協会表彰式および平成２９年度石巻地域体育協会

　　　　　　ブロック研修会兼東部地域スポーツ指導者研修会ならびに受賞祝賀会
２１日　市民フォーラム～今後３年間の復興まちづくりで大切にしたいこと～
２２日　総務常任委員会、産業建設常任委員会
２３日　東松島市各執行部懇談会
２４日　平成２９年度ＮＰＯ法人東松島市体育協会・東松島市スポーツ少年団スポーツ合同表彰式

　　　　　　宮城県自動車整備振興会石巻支部５０周年記念祝賀会
２５日　「野蒜・東名運河座談会」Ⅱ
２６日　議会運営委員会
２７日　民生教育常任委員会
２８日　あかしあ会・しいの実会主催「卒業・進学を祝う会」

３月　１日　議会運営委員会
　２日　平成２９年度第１１回東松島市生涯学習推進大会

　　　　　　平成２９年度ボランティアシンポジウム
　４日　赤井いぶき太鼓創設２５周年和太鼓発表会

　　　　　　株式会社のびる八丸牧場新厩舎落成式
　９日　市内中学校卒業式
１１日　平成３０年度東日本大震災東松島市追悼式
１４日　平成３０年度大塩婦人会総会
１５日　議会運営委員会

　　　　　　矢本はなぶさ幼稚園卒園式
１６日　市内小学校卒業式、東松島高等学校卒業式

　　　　　　平成２９年度東松島市立鳴瀬未来中学校立志式
１７日　東松島市立矢本中央幼稚園卒園式
１９日　平成２９年度自衛隊入隊予定者激励会
２０日　民生教育常任委員会

　　　　　　東松島市立矢本東小学校卒業式
　　　　　　第３６回防衛セミナーｉｎ東松島、意見交換会

２２日　鳴瀬幼稚園卒園式
２３日　宮城県石巻合同庁舎開庁記念式

　　　　　　東松島市地域産業物産加工研究会平成３０年度総会
　　　　　　のびる幼稚園卒園式

２４日　佐々木章傘寿・自費出版・セブンイレブン３０周年記念祝賀会
２６日　東松島消防署鳴瀬出張所開庁式
２９日　赤井南小学校放課後児童クラブ開所式

４月　１日　ウェルネス保育園矢本開園式および入園式
　　　　　　矢本消防署改称式
　　　　　　野蒜ケ丘一丁目自治会定期総会
　　　　　　野蒜ケ丘二丁目自治会定期総会
　　　　　　野蒜ケ丘三丁目自治会定期総会

　２日　副市長就任並びに年度始めの式
　３日　平成３０年度転入教職員服務宣誓式
　４日　平成３０年度東松島市交通安全防犯推進協議会総会
　６日　平成３０年春の交通安全運動に伴う出勤式
　９日　広報常任委員会

　市内小・中学校入学式、東松島高等学校入学式
１０日　市内小・中学校入学式、鳴瀬幼稚園入園式

４月１１日　東松島市立矢本中央幼稚園入園式、のびる幼稚園入園式
１２日　矢本はなぶさ幼稚園入園式、矢本東小学校入学式
１３日　東松島市民生委員児童委員協議会総会

　　　　　　大曲まちづくり協議会定期総会
１５日　平成３０年度野蒜地区まちづくり協議会総会
１６日　野蒜郵便局新築移転営業開始式典
１８日　産業建設常任委員会、広報常任委員会
１９日　第７０回東北市議会議長会定期総会
２１日　第３１回大塩ふれあい花まつり
２２日　平成３０年度小野地域まちづくり協議会総会

　　　　　　第２０回ヤッくん杯争奪少年野球大会
２３日　平成３０年度特定非営利活動法人東松島市体育協会並びに東松島市スポーツ

　　　　　　少年団通常総会
２４日　平成３０年度東松島市婦人防火クラブ総会

　　　　　　ホテル松雲（仮称）地鎮祭
　　　　　　第二管区海上保安本部仙台航空基地　ベル式５０５型小型回転翼航空機就役披露式
　　　　　　平成３０年度赤井地区自治協議会総会

２５日　平成３０年度東松島市商工会青年部通常部員総会
　　　　　　平成３０年度大塩自治協議会総会
　　　　　　こども未来創造校「ＫＩＢＯＴＣＨＡ（キボッチャ）」内覧会

２６日　平成３０年度矢本西コミュニティ協議会総会
２７日　野蒜駐在所開所式

５月　７日　平成３０年度春の叙勲式報告会
　８日　東松島市と福岡県豊前市との友好都市提携式

　　　　　　平成３０年度東松島市文化協会総会および研修会
１１日　平成３０年度東松島市観光物産協会通常総会
１３日　第１７回協会長杯争奪家庭バレーボール大会
１４日　平成３０年度東松島市婦人会連絡協議会総会

            　　平成３０年度石巻港整備・利用促進期成同盟会通常総会
１８日　総務常任委員会、民生教育常任委員会、産業建設常任委員会、広報常任委員会、

　　　　　　 議会運営委員会
　　　　　　東松島市自主防災組織連絡協議会平成３０年度通常総会
　　　　　　松基園の会

１９日　「東日本大震災物故者慰霊と被災地復興の祈り」
２０日　市内小学校運動会
２１日　～日米のかけ橋～アラン・バトラー氏一行歓迎会
２２日　平成３０年度江合・鳴瀬・吉田川水系改修促進期成同盟会総会

　　　　　　東松島市商工会平成３０年度（第１４回）通常総代会
２３日　東松島市芸術文化振興会平成３０年度通常総会
２４日　東松島市青少年健全育成市民会議総会
２６日　市内小学校運動会
３０日　全国市議会議長会第９４回定期総会
３１日　シルバー人材センター平成３０年度定時評議員会

　　　　　　赤井市民センター全国優良公民館受賞報告会ならびに祝賀交流会　　　　　　　
６月　１日　広報常任委員会、議会運営委員会

　２日　ショッピングプラザ森の風開業１周年記念イベント
　３日　上街道フラワーアベニュー一斉植栽

　　　　　　平成３０年度東松島市水防訓練　
　４日　産業建設常任委員会

　　　　　　三陸縦貫自動車道・アクセス道路建設促進期成同盟会会計監査
　６日　平成３０年度宮城県港湾復興大会

議案番号 氏名 住所（大字） 応募・推薦の別
58 熊

く ま

　谷
が い

　　　奬
すすむ 矢 本 農業団体推薦

59 武
た け

　田
だ

　惠
け い

　喜
き 矢 本 農 業 者 推 薦

60 鈴
す ず

　木
き

　仁
じ ん

　逸
い つ 小 松 農 業 者 推 薦

61 佐
さ

　藤
と う

　　　祥
しょう

 大 曲 農業団体推薦
62 土

ど

　井
い

　寬
か ん

　治
じ 大 曲 応 募

63 佐
さ

　藤
と う

　栄
え い

　宏
ひ ろ 赤 井 農 業 者 推 薦

64 本
ほ ん

　田
だ

　幸
さ ち

　男
お 赤 井 農 業 者 推 薦

65 川
か わ

　元
も と

　信
の ぶ

　正
ま さ 赤 井 農 業 者 推 薦

66 大
お お

　崎
さ き

　　　康
こ う

　 大 塩 農 業 者 推 薦
67 浅

あ さ

　野
の

　喜
き よ し

代志 上 下 堤 農業団体推薦
68 安

あ

　倍
べ

　民
た み

　夫
お 牛 網 応 募

69 大
お お

　山
や ま

　道
み ち

　保
お 大 塚 農業団体推薦

70 櫻
さくら

　井
い

　恒
こ う

　一
い ち 宮 戸 応 募

71 安
あ

　部
べ

　俊
と し

　郎
ろ う 野 蒜 ケ 丘 農 業 者 推 薦

72 秋
あ き

　本
も と

　まゆみ 大 塩 農 業 者 推 薦
73 安

あ

　部
べ

　悦
え つ

　子
こ 小 野 農 業 者 推 薦
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５
月
８
日
、
福
岡
県
豊ぶ

前ぜ
ん

市
内
で
、
友
好
都
市
提
携
盟

約
締
結
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

東
松
島
市
を
代
表
し
て
渥

美
市
長
を
は
じ
め
、
工
藤
教

育
長
や
農
協
、
漁
協
、
商
工

会
、
観
光
物
産
協
会
等
の
代

表
者
と
と
も
に
友
好
都
市
盟

約
締
結
に
立
ち
合
い
ま
し
た
。

　

締
結
式
と
あ
わ
せ
て
、
う

み
て
ら
す
豊ぶ

前ぜ
ん

や
道
の
駅
豊ぶ

前ぜ
ん

お
こ
し
か
け
を
訪
れ
、
豊ぶ

前ぜ
ん

一ひ
と

粒つ
ぶ

か
き
な
ど
の
特
産
品

に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
求く

菩ぼ

提て
ん

資
料
館
を
訪
れ
、
修
験
道
、

山
岳
信
仰
等
の
豊
前
市
の
伝

統
、
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

　

豊ぶ

前ぜ
ん

市
の
風
土
や
文
化
に

つ
い
て
、
実
際
に
当
地
を
訪

れ
実
感
し
、
今
後
の
友
好
交

流
に
つ
い
て
盛
ん
に
意
見
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常

に
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
を
代
表
し
て
、
阿
部
勝
德
議
長
、
滝
健
一
代
表
（
清

新
会
）、
佐
藤
富
夫
代
表
（
市
民
ク
ラ
ブ
）、
五
ノ
井
惣
一

郎
代
表
（
清
風
・
公
明
）
が
出
席
。

「
能の

美み

市
」

　
石
川
県
の
平
均
よ
り
や
や

下
回
る
が
本
市
よ
り
上
位
。

学
力
調
査
は
「
今
求
め
ら
れ

て
い
る
力
」
と
の
認
識
を
も

ち
、
学
力
向
上
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
の
実
践
や
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
全
市
的
な
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
よ
り
放
課
後
ス

ク
ー
ル
や
学
期
末
に
お
け
る

検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生

徒
お
よ
び
保
護
者
に
対
す
る

学
校
評
価
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

ス
ク
ー
ル
や
放
課
後
ス
ク
ー

ル
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
野の

々の

市い
ち

市
」

学
び
の
杜
の
の
い
ち
カ

レ
ー
ド

　

平
成
29
年
末
に
開
館
。
学

校
に
専
任
の
司
書
を
配
置
し
、

学
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整

や
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

学
習
室
や
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル

ト
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
生
徒
へ

の
空
間
、
若
者
の
図
書
館

離
れ
へ
の
対
策
も
と
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
学
習
や
コ
ン
ク
ー
ル
事

業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
小こ

松ま
つ

市
」

　

金
沢
大
学
と
連
携
し
、「

い
し
か
わ
学
び
12
ヵ
条
」（

プ
ラ
ス
）
を
策
定
し
、
わ
か

る
授
業
か
ら
こ
ど
も
た
ち

が
考
え
る
授
業
へ
の
転
換
を

図
っ
て
い
ま
す
。

◯
稚ち

松し
ょ
う

小
学
校
視
察

　

確
か
な
学
力
に
向
け
て

三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
定
め
、

学
校
研
究
「
主
体
的
に
学
び
、

か
ん
が
え
を
深
め
合
う
子
の

育
成
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

下
級
生
が
上
級
生
に
あ
こ
が

れ
を
持
て
る
よ
う
ア
ク
テ
ィ

ブ
ト
ー
ク
を
行
い
、
ノ
ー

ト
作
り
の
素
晴
ら
し
い
子

は
「
あ
こ
が
れ
ノ
ー
ト
」
と

し
て
全
校
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。
家
族
・
地
域
が
連
携
し
、

保
護
者
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

◯
長
期
休
暇
の
短
縮

　

夏
休
み
終
了
前
３
～
５
日

を
ウ
ェ
ー
ク
ア
ッ
プ
週
間
と

し
登
校
日
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
曜
学
習
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
小
学
校
に

は
10
人
の
英
語
サ
ポ
ー
ト
も

配
置
し
て
い
ま
す
。

　

視
察
し
た
２
市
と
も
金
沢

大
学
と
の
連
携
に
よ
り
組
織

的
に
学
力
向
上
策
を
行
い
、

放
課
後
ス
ク
ー
ル
、
夏
休
み

の
短
縮
策
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

教
育
長
・
学
校
長
の
強
い

指
導
力
に
期
待
し
ま
す
。

福
岡
県 

豊ぶ

前ぜ
ん

市 

友
好
都
市
提
携

盟
約
締
結
式
に
出
席

他議会からの
視察来庁

３月３０日　中野区議会　自由民主党議員団 12 名
　　　　　　「東日本大震災の復興状況について」
　　　　　　「防災の取り組みについて」
４月１７日　桐生市議会　教育民生委員会 ７名
　　　　　　「災害用マンホールトイレについて」
４月１７日　島根県議会  公明党島根県議団 ２名
　　　　　　「スマート防災エコタウンの取り組みについて」
４月２６日　十日町市議会　さくら（会派） ３名
　　　　　　「森の学校の取り組みについて」
　　　　　　「コミュニティ・スクールの取り組みについて」

５月　９日　尼崎市議会  維新の会（会派） ７名
　　　　　　「災害対策について」
５月１０日　那珂川町議会 清流自民（会派） ９名
　　　　　　「東日本大震災における議会の災害対応について」
５月１７日　浦安市議会　都市経済常任委員会 ７名
　　　　　　「復興まちづくり計画および今後の課題について」
５月２２日　羽咋市議会　産業文教常任委員会 ７名
　　　　　　「震災の復興状況とその後の都市計画について」
６月　１日　宮城県議会　経済商工観光委員会 ８名
　　　　　　「宮城オルレ奥松島コース開設に向けた取り組み」

▲小松市稚松小学校で現場の声を聴いた

▲阿部議長と豊前市議会磯永議長で固い握手▲市長はじめ市代表者と出席

　
学
力
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
石
川
県

能の

美み

市
、
野の

の々

市い
ち

市
、
小こ

松ま
つ

市
を
視
察
し
ま
し
た
。

民
生
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長
　
上
田
　
　
勉

副
委
員
長
　
小
野
　
惠
章

委
　
　
員
　
手
代
木
せ
つ
子

委
　
　
員
　
佐
藤
　
富
夫

委
　
　
員
　
長
谷
川
　
博

民
生
教
育
常
任
委
員
会
行
政
視
察
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編
集
後
記

　

夏
本
番
を
迎
え
、
皆
さ
ま

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

今
回
お
届
け
す
る
議
会
だ

よ
り
で
は
第
２
回
定
例
会
の

概
要
等
を
中
心
に
編
集
し
ま

し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託

審
査
さ
れ
た
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
条
例
な
ど
の
議
案
の
ほ

か
、
一
般
質
問
で
は
新
聞
報

道
に
も
あ
っ
た
高
校
誘
致
や

Ｊ
Ｒ
矢
本
駅
周
辺
の
開
発
が

議
論
さ
れ
る
な
ど
、
皆
さ
ま

に
と
っ
て
も
興
味
深
い
内
容

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
懇
談
会
も
市

内
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
調
整

の
上
、
継
続
的
に
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

　

引
き
続
き
の
ご
愛
読
と
お

気
軽
に
ご
意
見
等
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
熱
海　

重
徳
）
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任
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小
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井　

政
文
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上
田　
　

勉

委　
　

員　
　
手
代
木
せ
つ
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委　
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熱
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重
徳

委　
　

員　
　

大
橋　

博
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委　
　

員　
　

熊
谷　

昌
崇

　議場に入ったのは東日本大震災直後以来７年振りで、当時の混
こん

沌
とん

とした状況を思い返せ
ば隔世の感がありました。議会はテレビなどで報じられる国会とは一味違い、秩序だった
進行で好感を持ちました。
　さて少子高齢化が進む中、将来を担う子供たちの安心・安全な環境での教育は喫緊の課

題ですが、私は本市の取り組みへの関心から今回関連する一般質問を傍聴いたしました。
　議員の高い見識に基づく数々の質問に対して、危機管理の徹底による防災意識の育成方針や働き方改革の推
進による疲弊しがちな教育現場への取り組みなど、行政側の丁寧な答弁が理解を助けました。そのほか健康増
進対策や地域振興対策などについて質問・答弁があり、双方いずれも真

しん

摯
し

な応酬で本市が取り組む課題と方向
性が浮き彫りになりました。
　これからも本市の発展のために、議会と行政が心を一つにしてさまざまな課題解決へ一層の努力を重ねてい
ただきたくお願いするとともに、一有権者として推移を見守りたいと思います。

加
か

賀
が

真
ま こ と

理さん（河戸）

９
月
定
例
会
日
程

（
予
定
）の
お
知
ら
せ

　

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

９
月
６
日（
木
）

　
本
会
議

　
（
開
会
、
議
案
審
議
等
）

９
月
10
日（
月
）

　
本
会
議（
一
般
質
問
）

９
月
11
日（
火
）

　
本
会
議（
一
般
質
問
）

９
月
12
日（
水
）

　
本
会
議（
一
般
質
問
）

９
月
13
日（
木
）

　
本
会
議（
一
般
質
問
）

９
月
14
日（
金
）

　
本
会
議

　
（
平
成
29
年
度
決
算
総
括
質
疑
）

９
月
25
日（
火
）

　
本
会
議（
追
加
議
案
審
議
等
）

９
月
28
日（
金
）

　
本
会
議

　
（
閉
会
、
委
員
会
付
託
議
案
審
議
）

※
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
市
議
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議会日程ウェブサイト
ＱＲコード

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を

平成30年 第２回 東松島市議会定例会を傍聴して

お問い合わせ  議会事務局
0225-82-1111

（内線 1311-1314）

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
S
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
の
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
政
府
は
優
れ
た

取
り
組
み
を
提
案
し
た
全
国

29
自
治
体
を
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
S

未
来
都
市
」
と
し
て
選
定
。

宮
城
県
か
ら
は
唯
一
、
東
松

島
市
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
お
届
け
す
る
議
会
だ

よ
り
で
は
、
記
事
の
内
容
に

関
連
す
る
ロ
ゴ
を
記
事
に
添

え
て
掲
載
し
ま
し
た
。

　

掲
載
記
事
が
、
持
続
可
能

な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の

17
の
目
標
の
う
ち
、
ど
の
分

野
に
関
連
す
る
も
の
か
、
一

目
見
た
と
き
に
分
か
り
ま
す

の
で
、
記
事
と
あ
わ
せ
て
ロ

ゴ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
一
般
質
問
の
記
事
含
め
、

広
報
常
任
委
員
会
が
ロ
ゴ
を

選
択
し
ま
し
た
。）

地球上の誰ひとりとして取り残さない
（No one will be left behind）

　SDGs（エス・ディー・ジーズ）とは、2015 年９月の国連サミットで採択された、
持続可能な開発目標の英語略称です。日本政府もSDGs 推進本部を立ち上げて、積極
的に取り組んでいます。
　東松島市では、SDGs を各種計画の主軸に据えつつ、持続可能で強靭なまちづくり
をすすめ、全世代の人々が幸せでいきいきと楽しく暮らせるまちを目指していきます。

16平成30年8月1日発行


